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定
期
総
会
に
先
立
ち
、
ま
ず
12
時
よ
り

全
Ｏ
Ｂ
会
員
の
応
援
も
空
し
く
再
選
な
ら

な
か
っ
た
「
田
城
前
参
議
院
議
員
」よ
り
御

礼
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
吉
川

中
央
執
行
委
員
長
よ
り
約
50
分
間
に
亘
っ
て

「
特
別
講
演
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

              

               

吉
川
委
員
長
は
、
17
春
闘
で
「
格
差
ベ
ア
」

に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
実
施
し
た
全
組
合

員
に
よ
る
「
ス
ト
権
を
確
立
す
る
意
思
確
認

の
一
票
投
票
」
を
高
批
准
で
確
認
し
た
事
を

背
景
に
し
て
、
「
今
年
は
一
律
ベ
ア
を
実
施
す

る
」
回
答
を
回
答
指
定
日
に
引
き
出
し
た
組

合
の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｊ
Ｒ

東
労
組
結
成
30
年
の
今
年
、
「国
鉄
改
革
」の

検
証
運
動
を
精
力
的
に
行
う
事
を
表
明
し

ま
し
た
。 

   

本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
の
定
期
総

会
は
13
時
10
分
に
始
ま
り
、
議
長
に
難
波

委
員
（
横
浜
）
を
選
出
し
、
古
川
本
部
Ｏ

Ｂ
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
と
し
て

参
加
さ
れ
た
日
本
退
職
者
連
合
の
阿
部
会

長
と
韓
国
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
の
朴
さ
ん

か
ら
、
お
祝
い
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
定
期
総
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部

三
役
や
元
委
員
長
、
歴
代
Ｏ
Ｂ
担
当
中
執
、

本
部
Ｏ
Ｂ
会
歴
代
三
役
な
ど
「
本
部
Ｏ
Ｂ 

                

 

会
」
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
大
勢
の
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
、
９
条

連
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
自
然
と
人
間
社
、

マ
チ
ダ
印
刷
な
ど
の
友
誼
団
体
の
代
表
も

お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

従
っ
て
会
場
は
例
年
の
総
会
よ
り
多
い
１

３
０
名
の
人
達
で
溢
れ
返
り
ま
し
た
。 

定
期
総
会
で
は
東
北
、
上
信
越
、
東
関
東
、

西
関
東
の
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
か
ら
、
「
現
職
の

書
記
長
と
一
緒
に
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
が
働

い
て
い
る
職
場
廻
り
を
行
っ
た
」
等
地
方
で

の
取
り
組
み
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
予
定
通
り
「
経
過
報
告
」、「
会
計

報
告
」、「
会
計
監
査
報
告
」
を
承
認
し
、
今

年
度
の
新
た
な
活
動
方
針
と
予
算
を
満
場

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
特
に
今
年
度
の
活

動
方
針
は
６
年
後
か
ら
10
年
間
退
職
者
が

い
な
く
な
り
「
Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
減
少
と
超
高

齢
化
時
代
」
を
向
か
え
る
事
か
ら
、
当
面
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
の
Ｏ
Ｂ
会
全
員
加
入
を
か

ち
と
り
、
Ｏ
Ｂ
会
員
が
集
ま
り
や
す
い
「
支

部
Ｏ
Ｂ
会
組
織
の
強
化
と
活
動
の
活
発
化
」

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
色
々
な
退
職
者
組

織
と
の
交
流
を
深
め
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

そ
の
後
定
期
総
会
は
昨
年
各
地
方
で
発

行
さ
れ
た
情
報
の
表
彰
が
あ
り
、
12
機
関
の

情
報
紙
に
金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
役
員
体
制
は
、
事
務
局
体
制
を

強
化
す
る
た
め
に
、
事
務
局
次
長
を
新
た
に

１
名
加
え
た
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
の
最
後
は
「
戦
前
回
帰
を
策
し
、
戦

争
政
策
を
進
め
る
安
倍
政
権
に
付
和
雷
同

す
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
色
に
染
ま
ら
な
い

Ｏ
Ｂ
会
運
動
を
進
め
る
」
と
い
う
総
会
宣
言

を
採
択
し
て
、
大
勢
の
来
賓
や
招
待
者
の
見

守
る
中
で
終
了
し
ま
し
た
。 

                                  

つ
つ
じ
が
咲
き
始
め
た
４
月
20
日
、
新
装
と
な
っ
た
８
階
建
て
の
「
目
黒
さ
つ
き

ビ
ル
」
会
議
室
で
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
記
念
と
銘
打
っ
た
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ

Ｂ
会
第
21
回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
は
本
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
、
委
員
、
地
本
Ｏ
Ｂ
担
当
者
の
外
に
、
日
本
退
職
者
連
合

の
阿
部
会
長
を
始
め
、
韓
国
ソ
ウ
ル
地
下
鉄
労
組
の
「
退
職
者
の
会
結
成
準
備
委
員
会
」

の
代
表
や
、
歴
代
の
本
部
Ｏ
Ｂ
会
役
員
ら
国
内
外
か
ら
１
３
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
以
後
の
20
年
間
の
活
動
の
成
果
を
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の

10
年
先
を
展
望
し
た
活
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。 

総
会
後
は
、
招
待
さ
れ
た
関
係
者
や
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
歴
代
役
員
を
交
え
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。 

        

特
別
講
演 

 

定
期
総
会 

 

本部ＯＢ会結成 20 周年記念・第 21 回定期総会 

＝これからの 10年、第 1歩を記す方針決定＝ 

桜の花びらで飾った 20 周年記念総会の看板 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

今
月
の
有
名
人 

は
、
八
戸
支
部
サ 

ッ
カ
ー
部
の
監
督 

を
し
て
い
る
加
賀 

榮
一
さ
ん
で
す
。 

加
賀
さ
ん
は
、
現
役
時
代
は
八
戸
機 

関
区
で
機
関
士
と
し
て
働
き
な
が
ら
、 

八
戸
支
部
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
を
し
て 

若
手
教
育
を
し
て
き
ま
し
た
。 

当
時
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
経
験
者
も
少 

な
く
素
人
同
然
の
集
ま
り
で
し
た
が
、 

そ
れ
で
も
市
内
リ
ー
グ
に
参
加
し
て
、 

勝
っ
た
り
負
け
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い 

       

ま
し
た
。
完
敗
し
て
も
監
督
の
加
賀
さ
ん

の
怒
っ
た
顔
を
見
た
人
は
、
誰
も
い
な
い
と

の
事
で
す
。 

加
賀
さ
ん
は
退
職
後
も
監
督
を
続
け
、

ク
ラ
ブ
大
会
や
地
本
大
会
に
も
参
加
し
、 

   

背
番
号
も
65
、
70
、
75
と
変
え
、
今
で

は
「
80
歳
ま
で
が
ん
ば
る
ぞ
」
と
の
意
気

込
み
で
80
番
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
地
域
で
は
、
連
合
三
八
地
域
退
職

者
連
合
の
幹
事
・
事
務
局
長
を
５
期
務
め
、 
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現
在
も
ま
だ
ま
だ
奮
闘
中
で
す
。
加
賀
さ
ん

は
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
に
も
「
川
柳
」
や
「
盆
栽
」、

「
釣
り
」
等
の
趣
味
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら 

の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ 

て
若
手
組
合
員
と
「
組 

合
」
や
「
ス
ト
」
等 

の
話
を
話
し
て
労
働 

 
 

 
 

 
 

 

者
の
団
結
の
必
要
性
を 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訴
え
て
い
ま
す
。 

若
い
組
合
員
が
「
体
に
気
を
つ
け
て
」
と
気

遣
う
と
、
「
仲
間
か
ら
原
動
力
を
貰
い
今
」
と

返
す
粋
な
加
賀 

榮
一
さ
ん
で
し
た
。 

 

（
青
森
県
八
戸
市
在
住
・
加
賀
榮
一
・
74
歳
） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

盛岡地本ＯＢ会 

 

   
１
９
９
７
年
６
月
に
結
成
さ
れ
た
本
部
Ｏ
Ｂ

会
の
20
周
年
を
祝
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
吉

川
委
員
長
を
始
め
中
央
本
部
三
役
や
元
委
員

長
の
石
川
、
千
葉
両
氏
、
そ
し
て
か
っ
て
の
本
部

Ｏ
Ｂ
会
の
三
役
を
歴
任
さ
れ
た
先
輩
な
ど
、
お 

世
話
に
な
っ
た
人
や
懐
か
し
い
人
達
を
招
い
て 

                    
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
韓
国
の
４
名
の
仲
間

や
来
賓
と
し
て
参
加
し
た
友
誼
団
体
の
代
表

も
参
加
し
ま
し
た
。 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
会
場
の
中
央
壇
上
に
飯

塚
初
代
会
長
を
中
心
に
し
て
、
２
代
目
会
長
の

小
澤
さ
ん
、
３
代
目
会
長
の
大
熊
さ
ん
（
現
顧

問
）
と
古
川
会
長
の
歴
代
会
長
が
勢
揃
い
し
、

飯
塚
初
代
会
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま

り
ま
し
た
。 

会
場
内
に
用
意
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は

料
理
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
周
り
に
は
懐
か
し
い

人
達
の
グ
ル
ー
プ
の
輪
が
で
き
、
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
談
笑
し
た
り
、
近
況
を
報
告
し
あ

っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

こ
の
席
上
で
本
部
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年
を

記
念
し
て
作
ら
れ
た
「
桃
太
郎
旗
」
が
、
古
川

会
長
か
ら
各
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

 

会
場
の
入
り
口
で
は
「
辺
野
古
新
基
地
建

設
」
に
反
対
し
て
い
る
沖
縄
県
民
を
支
援
す
る

カ
ン
パ
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
定
期
総
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
は
、
記
念
タ
オ
ル
と
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
わ
が
町
の
有
名
人
」
も
配

ら
れ
ま
し
た
。 

              

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 

４
月
１
日
12
時
よ
り
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
と
地
本
エ
ル
ダ
ー
会
の
合
同 

で
、
恒
例
の
花
見
を
地
本
事
務
所
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
初
は
景
色
の
良
い
柏
尾
川
の
河
原
で

開
く
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め

に
会
場
を
変
え
て
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
参
加
人
数
も
50
数
名
に
な
り
ま
し
た
。 

花
見
に
は
来
賓
と
し
て
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
、
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
と
岡
田
鎌
倉

市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。 

会
場
と
な
っ
た
地
本
会
議
室
で
は
、
満
開
の

桜
こ
そ
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
役
員
手
作

り
の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、
久
し
振
り
に
逢
う

元
気
な
仲
間
達
と
の
再
会
に
、
宴
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

４
月
１
日
埼
玉
地
方
も
こ
の 

日
は
朝
か
ら
の
雨
模
様
で
、
花

見
の
名
所
で
有
名
な
大
宮
公
園
か
ら
大
宮
総

合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
て
花
見
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
さ
い
た
ま
新
都
心
駅

に
集
合
し
、
一
駅
歩
い
て
変
更
に
な
っ
た
大
宮

総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
花
見
は
地
本
エ
ル
ダ
ー
会
と
の
共

催
で
開
催
さ
れ
、
約
１
１
０
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
や

シ
ニ
ア
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
や
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
と
、

鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
働
い
て
い
る
美
世
志
会
の

八
ッ
田
さ
ん
も
「
元
職
の
先
輩
に
逢
え
る
」
と
張

り
切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。 

毎
年
大
宮
の
花
見
は
大
勢
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が

集
ま
る
事
で
有
名
で
、
こ
の
日
も
雨
模
様
に
も

か
か
わ
ら
ず
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

                           

                    

      
 
 
 
 
 
 
 
 

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
か 

っ
た
東
京
も
、
そ
の
後
の
天
候

不
順
で
満
開
時
期
が
遅
れ
、
４
月
に
入
っ
て

の
第
一
週
が
見
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

 

４
月
８
日
朝
方
か
ら
の
雨
も
昼
頃
に
は

上
が
り
、
予
定
通
り
13
時
よ
り
花
見
の
名

所
の
王
子
飛
鳥
山
公
園
で
、
１
３
０
名
の
Ｏ

Ｂ
会
員
、
シ
ニ
ア
組
合
員
が
集
ま
っ
て
盛
大

に
開
催
し
ま
し
た
。 

主
催
者
の
地
本
Ｏ
Ｂ
会
、
地
本
シ
ニ
ア

会
、
来
賓
の
地
本
役
員
の
挨
拶
の
後
、
地
本
Ｏ

Ｂ
会
長
の
乾
杯
で
宴
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

満
開
の
桜
の
下
で
車
座
に
な
っ
て
飲
む
酒

は
格
別
で
、
Ｏ
Ｂ
予
備
軍
の
シ
ニ
ア
組
合
員

と
の
親
睦
を
深
め
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

４
月
９
日
の
日
曜
日
、
水
戸 

 
 

 
 

 
 

 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
第
３
回
目
の

花
見
を
開
催
し
ま
し
た
。 

会
場
は
前
日
の
雨
の
為
予
定
し
て
い
た

桜
川
河
畔
の
北
見
児
童
公
園
を
変
更
し

て
、
地
本
会
議
室
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
花
見
に
は
昨
年
よ
り
少
し
多
い
32
名

の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
集
ま
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
満

開
の
桜
を
見
な
が
ら
の
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。 

花
見
に
は
長
年
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
た
郡
司
、
鈴
木
両
顧
問
も

元
気
な
顔
を
見
せ
、
参
加
者
を
喜
ば
せ
ま

し
た
。
ま
た
福
島
第
一
原
発
事
故
後
活
動

を
中
止
し
て
い
た
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
も

昨
年
夏
に
活
動
を
再
開
さ
せ
、
今
回
自
動

車
で
代
表
も
参
加
し
、
久
し
振
り
の
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。 

  

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

人
気
の
監
督
は
80
番 

 

今
年
は
雨
、
各
地
で
桜
の
花
見 
   横

浜 

大
宮 

東
京 

水
戸 

     

顧 
 

 

問 
 

大
熊 

勝
明
（
東
京
） 

 

会 
 
 

長 
 

古
川 

建
三
（
仙
台
） 

 

副 

会 

長 
 

佐
々
木
源
幸(

盛
岡) 

  
 

〃 
 
 
 

廣
瀬 

隆
之
（
東
京) 

  
 

〃 
 
 
 

難
波 

和
正
（
横
浜) 

  
 

〃 
 
 
 

渡
部 

良
司
（
新
潟
） 

 

事
務 

局
長 

 

伊
藤 

義
男
（
東
京
） 

 

事
務
局
次
長 

 

本
田 

祥
章
（
八
王
子
） 

  
 

〃 
 
 
 

川
崎 

昭
雄
（
東
京
） 

  
 

〃 
 
 
 

植
松 

 

健
（
八
王
子
） 

  
 

〃 
 
 
 

田
崎 

行
夫
（
大
宮
） 

  
 

〃 
 
 
 

大
塚 

信
一
（
本
部
） 

 

会
計 

監
査 

 

扇
谷 

健
七
（
千
葉
） 

  
 

〃 
 
 
 

森 
 

泰
克
（
大
宮
） 

 

書 
 
 

記 
 

鈴
木 

佳
織
（
本
部
） 

  

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

   
２
０
１
７
年
度
新
役
員
体
制 
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

乾杯する飯塚初代会長(左から古川さん大熊さん飯塚さん小澤さん) 


